
新規指定の重要文化財 

 

名  称 齋
いつき

神社
じんじゃ

本殿
ほんでん

 棟 数 １棟 

所 在 地 京都府
きょうとふ

綾部市
あ や べ し

下原町
しもばらちょう

布
ふ

毛
け

100番１ 

所 有 者 宗教法人 齋神社 

指定基準  （三）歴史的価値の高いもの 

建 物 名 構 造 形 式 建 立 年 代 

齋
いつき

神社
じんじゃ

本殿
ほんでん

 一間社流造、板葺 室町時代中期 

[解説] 

齋神社本殿は、綾部市の南部に所在する一間社流 造
ながれづくり

、板葺の神社本殿である。

建立年代は、細部の技法や意匠から室町時代中期と推定される。同時期・同地域

の神社建築において典型的な平面を持つが、細部には珍しい形式（手挟
たばさみ

や礎盤
そ ば ん

の

使用、実
さね

肘
ひじ

木
き

の虹
こう

梁
りょう

や桁からの造り出し、など）を持つ。縁まわりなどには改造

がみられるものの、主要な部材は建立当初のものが残っている。 

以上のように、齋神社本殿は、丹波地域における中世神社本殿の遺構として歴

史的に重要である。 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  

齋神社本殿 外観 

齋神社本殿 側面 


